
項 ⽬ 内 容

名称 マカダミアナッツ [英]Macadamia Nut [学名]Macadamia integrifolia;  

Macadamia tetraphylla

概要 マカダミアナッツは、オーストラリア原産のヤマモガシ科の常緑⼩⾼⽊Macadamia  

integrifolia、Macadamia tetraphyllaの堅果。⽣、炒った状態で⾷されるほか、製

菓材料として⽤いられる。

法規・制度 ■⾷薬区分

「専ら医薬品として使⽤される成分本質 (原材料) 」にも「医薬品的効能効果を標ぼ

うしない限り医薬品と判断しない成分本質 (原材料) 」にも該当しない。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・⼀価不飽和脂肪酸の割合が⾼く、オレイン酸 (57.4％) が豊富である (76) 。
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メタ分析

・2013年3⽉までを対象に、1つのデータベースで検索できた介⼊研究4報について

検討したメタ分析において、マカダミアナッツの摂取は、⾎中脂質 (TC (4報) 、

LDL-C (4報)) の低下と関連が認められた。⼀⽅、⾎中脂質 (TG (3報)) との関連は



評

価

認められず、⾎中脂質 (HDL-C (4報)) の低下と関連がみられた。また、無作為化⽐

較試験2報について検討した場合、いずれも関連は認められなかった

(PMID:26561616) 。

RCT

・コレステロール値が⾼めの男⼥25名 (平均50.2±8.4歳、アメリカ) を対象とした

クロスオーバー無作為化⽐較試験において、マカダミアナッツ42.5 g/⽇を含む⾷

事を5週間摂取させたところ、⾎中脂質 (TC、LDL-C) の低下が認められた。⼀⽅、

⾎中脂質 (TG) に影響は認められず、⾎中脂質 (HDL-C) の低下が認められた

(PMID:18356332) 。

消化系・肝臓 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

糖尿病・

内分泌

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⽣殖・泌尿器 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

脳・神経・

感覚器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

免疫・がん・

炎症

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⾻・筋⾁ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

肥満 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

その他 調べた⽂献の中に⾒当たらない。
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